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・概要 
 老化細胞を選択的に除去する老化細胞除去薬を使用することによ
って、加齢現象、老年病、生活習慣病を改善させることが知られてい
ます。 
 本発明は、老化細胞を判定する方法、老化細胞を作成する方法、お
よび老化細胞除去薬をスクリーニングする方法を提供するものです。 
詳細には、Ｇｌｉｐｒ１遺伝子、Ｃｌｅｃ１２ａ遺伝子、若しくは

Ｐｈｌｄａ３遺伝子、又はそれらから翻訳されるタンパク質を検出
することによって老化細胞を判定するものです。 
Ｇｌｉｐｒ１遺伝子、Ｃｌｅｃ１２ａ遺伝子、若しくはＰｈｌｄａ

３遺伝子を細胞に形質導入することによって老化細胞を作り出し、
老化細胞除去薬のスクリーニングに使用することができます。 
 

https://patents.google.com/patent/JP2023159545A/


・応用 
 本発明を利用して、生体内の個別の細胞の老化度を判定すること
ができます。 
また、老化細胞除去薬をスクリーニングするためのプラットフォ

ームとして利用することもできます。 
 
詳細につきましてはご遠慮なく産学連携・知的財産室

(chizai@tmghig.jp)までお問い合わせください。 


